（　参　考　例　）
　
　　　　　　　
環　境　保　全　協　定　書

環　境　保　全　協　定　書

　安城市（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　　　（以下｢乙｣という｡）は、市民の健康の保護と生活環境の保全を図ることを目的としてこの協定を締結する｡

記

（基本原則）

第１条　乙は、企業の事業活動によって発生する公害の防止については､企業自身が重大な社会的責任を有するため措置しなければならないものであることを確認する｡

２　この協定に関する一切の事項は、公開主義を原則とする｡

（公害の防止）

第２条　乙は､別添の環境保全対策書のとおり公害の防止に必用な体制を確立するものとする｡

（施設などの変更等）

第３条　乙は､協定の締結内容に変更が生じる場合は、事前に甲と協議するものとする｡

（報告と立入調査）

第４条　甲は、この協定が遵守されているかを確認するため、企業に対して必要に応じて報告を求めるとともに、公害が発生し、又は発生したと思慮するときは、速やかにその内容を報告するよう企業に指示し、立入調査を行うことができるものとし、乙はこれに積極的に協力するものとする｡

２　前項の規定にかかわらず、前条第２項（前条第３項により準用する場合を含む。）の応ずる旨の規定を有する協定がない場合にあっては、あらかじめ相手方の同意を得て行うものとする。
（その他）

第５条　この協定に定めのない事項及び解釈に疑義が生じた事項について、必要が生じたとき､又は協定に定める事項を変更しようとするときは、甲・乙協議うえ決定するものとする。

この協定の締結を証するため､この本書２通を作成し､甲･乙それぞれ１通を保有する｡

附　則

本協定書の締結に伴い､〇〇　　年　　月　　日で締結した公害防止協定は､その効力を失するものとする。

令和　　年　　月　　日

甲　安城市桜町１８番２３号

安城市

安城市長　三　星　元　人
乙　

